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2023年シンポジウム　地域における国立病院附属看護学校の役割と意義，今後の展望

要 旨 国立病院機構高知病院附属看護学校（本校）は令和 8 年 3 月31日をもって閉校の運び
となる．高知県は四国の南半分を占める横に広大な地形で，人口のほとんどがその中

央の高知市に集中し，近年の出生数減少や若年層の県外流出により人口減少が続いている．県内
には 3 年課程の看護師養成所が 6 校， 5 年一貫校が 2 校，看護学部をもつ県立・国立大学がそれ
ぞれ 1 校ずつと短期大学が 1 校あるが，定員充足に向けた学生確保困難と，新卒看護師の県内へ
の就職率が目標値75.0％を下回る60.5％と厳しい状況にある．一方養成所では教員要件を満たし
た教員配置ができず，全養成所が看護教員採用に困難感を抱くなど多くの課題を抱え学校運営を
している．

高知県は看護師確保対策推進と同時に継続的な看護教員養成に向け，令和 6 年度県で初めて看
護教員養成講習を開講するための新規事業を発足した．本校教員は看護基礎教育歴も長く，その
教員達が国立病院機構 （NHO） の養成所で培ってきた教育実践力は，グループ内だけでなく今後
は県内の看護基礎教育を受け継ぐ人材の育成にも関心を向け，本校の教育の特徴を活かした支援
ができると考えている．

閉校までの本校としての役割を考えた時，母体病院とのより一層の協働は不可欠であると考え
ている．看護部をはじめ病院組織のさまざまな部門の「人を育てる」場に，教職員をはじめ時に
は学生も参加し，互いに高め合えることを実現していきたい．実習指導者育成や特定行為研修へ
の協力など，自施設の看護の質の向上への働きかけこそ教員自身がその教育実践力を幅広く柔軟
に発揮できる機会であり，キャリア形成への動機付けになることも期待したい．
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　国立病院機構高知病院附属看護学校（本校）は，
昭和38年 9 月に定員40名の進学課程として発足し
た．平成24年に創立50周年を迎え，令和 5 年 3 月ま

でに進学課程， 3 年課程あわせて2,198名の卒業生を
高知県内外の医療施設に輩出してきたが，令和 5 年
4 月に最後の新入生28名を迎え入れたのち，令和 8
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